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P２・３　蛍光管のリサイクル状況と今後の注意点
P４　　　国民健康保険証を更新します
P５　　　いつまでもお元気で

人　口  　63,035 人    （－63）
　男　  　30,829 人    （－27）
　女　  　32,206 人    （－36）
世帯数　  23,822 世帯（＋  9）

住民基本台帳人口（７月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

　７月 19 日（祝）に碓氷湖まつりが開催されま
した。当日は約 1,000 人が訪れ、碓氷湖写生大会
入賞者表彰式、西横野子ども太鼓の演奏、マスの
つかみ取りや防災ヘリコプターによる湖上訓練
などで盛大なお祭りになりました。 

碓氷湖まつり

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち
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市長対話の日
８月 28 日（土）　支所　第２会議室
９月はお休みです
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になるこ
ともあります
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蛍
光
管
リ
サ
イ
ク
ル
状
況
と
今
後
の
注
意
点 　 市 民 の 皆 さ ん の 協 力 に よ り ６ 月 に は 重 量 で 約 １

ト ン （ 本 数 に し て 約 ５ ， ０ ０ ０ 本 ） の 蛍 光 管 の 回

収 を 行 い ま し た 。 今 後 も ９ 月 ・ 12 月 ・ ３ 月 に 回 収

を 行 い ま す の で 、 ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

　 な お 、 蛍 光 管 は リ サ イ ク ル 施 設 に て 金 属 ・ ガ ラ ス ・

水 銀 な ど の 原 料 と し て 生 ま れ 変 わ り リ サ イ ク ル さ

れ ま す 。

※ 乾 電 池 （ 小 型 充 電 式 電 池 お よ び ボ タ ン 電 池 を 除 く ） は 市 で

配 布 し た 使 用 済 乾 電 池 保 管 回 収 袋 に 入 れ 、 蛍 光 管 と は 別 々

に 分 け て 、 ご み ス テ ー シ ョ ン に 出 し て く だ さ い

蛍 光 管 ・ 乾 電 池 の

資 源 回 収 日 程 （ ９ 月 ）

回 収 日

９ 月 ６ 日 （ 月 ）

９ 月 ７ 日 （ 火 ）

９ 月 ８ 日 （ 水 ）

９ 月 ９ 日 （ 木 ）

９ 月 10 日 （ 金 ）

地　 　 　 区

磯 部 地 区 ・ 東 横 野 地 区 ・ 西 横 野

地 区 ・ 源 ケ 原 地 区

安 中 ２ 区 〜 11 区 （ 並 木 団 地 ・ 遠

丸 団 地 ・ 下 高 別 当 地 区 を 除 く ）

安 中 12 区 ・ 秋 間 地 区 ・ 後 閑 地 区 ・

新 堀 地 区 （ 源 ケ 原 地 区 を 除 く ） ・

松 井 田 地 区 ・ 臼 井 地 区 ・ 坂 本 地 区

原 市 地 区 ・ 並 木 団 地

安 中 １ 区 ・ 遠 丸 団 地 ・ 下 高 別 当

地 区 ・ 岩 野 谷 地 区 ・ 板 鼻 地 区 ・

九 十 九 地 区 ・ 細 野 地 区

９ 月 の 回 収 日 程 （ 蛍 光 管 ・ 乾 電 池 の み 回 収 ）

　 ６ 月 に 実 施 し た 蛍 光 管 の 回 収 で は 、 初 め て の 回 収 だ っ た と

い う 事 も あ っ て 、 間 違 っ た 出 し 方 を さ れ て い る こ と が 数 多 く

あ り ま し た 。 ９ 月 回 収 に は 、 ル ー ル を 守 っ て リ サ イ ク ル 回 収

に ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

○ ガ ラ ス 類 ・ 金 物 類 は 出 さ な い

　 蛍 光 管 お よ び 乾 電 池 の み の 資 源 回 収 で あ り 、 同 日 に ガ ラ ス

類 お よ び 金 物 類 が 出 さ れ た 場 合 は 、 回 収 で き ま せ ん 。 ６ 月 の

回 収 時 は 、 ガ ラ ス 類 が 一 緒 に 出 さ れ る ケ ー ス が 多 く あ り ま し

た 。 ガ ラ ス 類 の 回 収 は 翌 週 に な り ま す の で 、 ご 注 意 く だ さ い 。

○ 必 ず ケ ー ス な ど に 入 れ て 、 直 接 ガ ム テ ー プ を 巻 か な い

　 蛍 光 管 を そ の ま ま 出 し た り 、 ガ ム テ ー プ を 巻 い て 出 さ れ て

い る ケ ー ス も あ り ま し た が 、 ご み ス テ ー シ ョ ン が 歩 道 や 車 道

脇 の 場 所 も あ り 、 割 れ た 場 合 に 危 険 で す の で 、 必 ず 購 入 時 の

ケ ー ス や 新 聞 紙 な ど に 包 ん で 出 し て く だ さ い 。

　 ま た 、 蛍 光 管 に ガ ム テ ー プ を 直 接 巻 く と 、 は が れ な く な り

リ サ イ ク ル の 障 害 に な り ま す の で 、 ご 注 意 く だ さ い 。

○ １ メ ー ト ル 以 上 の 蛍 光 管 は 出 さ な い

　 ご み ス テ ー シ ョ ン で 回 収 す る 蛍 光 管 は 、 ご み ス テ ー シ ョ ン

の 安 全 確 保 お よ び 清 掃 業 務 員 の 安 全 性 の 面 か ら も 長 さ １ ｍ 以

下 の も の に 限 り ま す 。 長 さ １ ｍ を 超 え る も の は 、 碓 氷 川 ク リ ー

ン セ ン タ ー に 直 接 持 ち 込 ん で く だ さ い 。 （ 受 入 時 間 ： 月 曜 〜

金 曜　 午 前 ８ 時 30 分 〜 11 時 30 分 ・ 午 後 １ 時 〜 午 後 ４ 時 30 分 ）

○ 乾 電 池 は 回 収 袋 に 入 れ 別 に し て 出 す

　 乾 電 池 は 、 使 用 済 乾 電 池 保 管 回 収 袋 に 入 れ 、 蛍 光 管 と は 、

別 々 に 分 け て ご み ス テ ー シ ョ ン に 出 し て く だ さ い 。 一 緒 の 袋

に 入 れ な い よ う に ご 注 意 く だ さ い 。

○ 割 れ た 蛍 光 管 は 出 さ な い

　 割 れ て し ま っ た 蛍 光 管 は 、 リ サ イ ク ル の 対 象 に な り ま せ ん

の で 、 「 ガ ラ ス 類 の 日 」 に 出 し て く だ さ い 。

○ 当 日 の 朝 に 出 し て く だ さ い

　 ご み ス テ ー シ ョ ン の 安 全 確 保 の た め 、 回 収 日 当 日 （ 朝 ８ 時

ま で ） に 出 し て く だ さ い 。

○ 家 庭 か ら の も の に 限 り ま す

　 事 業 所 か ら 排 出 さ れ る も

の は 回 収 し ま せ ん 。 家 庭 か

ら 排 出 さ れ る も の に 限 り ま

す 。 （ 事 業 所 の 蛍 光 管 は 、

事 業 所 が 独 自 に 専 門 業 者 に

依 頼 し て 処 理 し て く だ さ

い ）

ご み ス テ ー シ ョ ン に 出 す 際 の 注 意 点

購 入 時 の 箱 が な い 場 合購 入 時 の 箱 が あ る 場 合

問 合 せ ▼ 本 庁 環 境 推 進 課 廃 棄 物 対 策 係

　 　 　 　 支 所 地 域 振 興 課 管 理 係

　 　 　 　 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

回
収
・
選
別
後
の

蛍
光
管

　 次 の 日 程 に よ り 蛍 光 管 ・ 乾 電 池 の 資 源 回 収 を 実

施 し ま す 。 な お 、 当 日 は ガ ラ ス 類 や 金 物 類 は 回 収

し ま せ ん の で ご 注 意 く だ さ い 。
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国民健康保険からのお知らせ

国民健康保険証を更新します
○
世
帯
員
全
員
分
を
同
封
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

○
保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
本
庁
国
保
年
金
課
国
保
係
ま
た

は
支
所
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
生
年
月
日
や
保
険
証
の
種
類
に
よ
っ
て
次

の
と
お
り
で
す
。（
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
を
除
く
）

■
新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に

　
　
　

世
帯
主
あ
て
に
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す

○
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
保
険

者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以

上
滞
納
し
て
い
る
人
に
は
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
「
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。「
資
格
証
明
書
」
を
交

付
さ
れ
た
人
が
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機
関
に
医
療
費
の
全

額
を
支
払
い
、
あ
と
で
申
請
に
よ
り
保
険
給
付
（
７
割
ま
た
は
９
割
）

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
臓
器
提
供
は
病
気
や
事
故
で
臓
器
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
人
に
、
健

康
な
臓
器
を
移
植
し
て
、
機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。
家
族
か

ら
の
臓
器
の
部
分
提
供
に
よ
る
生
体
移
植
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
か

ら
の
臓
器
提
供
に
よ
る
移
植
が
あ
り
ま
す
。

○
日
本
で
移
植
希
望
登
録
を
し
て
い
る
人
は
お
よ
そ
１
３
，
０
０
０
人

い
ま
す
が
、
臓
器
の
提
供
が
少
な
く
、
数
多
く
の
人
が
移
植
を
待
ち

な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
詳
細
は
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
安
中
市
役
所
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

国
民
健
康
保
険
の
資
格
・
給
付…

本
庁
国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
所
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係

国
民
健
康
保
険
の
異
動
届…

本
庁
市
民
課
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
所
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て…

本
庁
税
務
課
諸
税
証
明
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
所
住
民
税
務
課
税
務
収
納
係

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
・
相
談…

本
庁
収
納
課
収
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
所
住
民
税
務
課
税
務
収
納
係

■
国
民
健
康
保
険
税
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

■
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い…

今
回
の
更
新
か
ら

　
　
　

被
保
険
者
証
の
裏
面
が
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
欄
に
変
わ
り
ま
す

受
付
期
間
▼
９
月
１
日
（
水
）
〜
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

受
付
場
所
▼
本
庁
国
保
年
金
課
国
保
係
・
支
所
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係

持
参
す
る
も
の
▼
保
険
証
・
印
鑑

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
は
９
月
30
日
で
有
効
期
限
切
れ
に

な
り
、
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、

本
庁
国
保
年
金
課
ま
た
は
支
所
住
民
税
務
課
へ
返
却
す
る
か
、
返
却
で

き
な
い
場
合
は
各
自
で
責
任
を
持
っ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付
を
希
望
す
る
人
は

　
　
　
　

次
の
期
間
中
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

■
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
に
つ
い
て

有　

効　

期　

限

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日　

※

誕
生

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平
成
23
年
９
月
30
日

65
歳
の
誕
生
月
の
末
日　

※

有
効
期

限
の
翌
日
か
ら
一
般
医
療
保
険
証

平
成
23
年
９
月
30
日

生　

年　

月　

日

昭
和
10
年
10
月
２
日
〜
昭
和

11
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
11
年
10
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
人

昭
和
20
年
10
月
２
日
〜
昭
和

21
年
９
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
21
年
９
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

種
類

一般医療
保 険 証

退職者医療
保険証（本人）

※

退
職
者
医
療
の
被
扶
養
者
の
人
は
、
退
職
本
人
の
有
効
期

限
に
連
動
し
て
有
効
期
限
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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多
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献

し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
し
、
長
寿
を
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
末
で
１
０
０
歳
以
上
の

皆
さ
ん
は
８
月
10
日
現
在
で
男
性

が
８
人
、女
性
が
43
人
の
合
計
51
人

で
す
。本
市
の
最
高
齢
者
は
斉
藤
菊

さ
ん（
下
後
閑
）１
０
６
歳
で
す
。

　

今
年
度
、
１
０
０
歳
以
上
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。な
お
、
お
名
前
は
現
代
仮
名
遣

い
で
表
記
し
て
あ
り
ま
す
。（※

敬

称
略
、年
齢
は
平
成
23
年
３
月
31
日

を
基
準
日
と
し
て
、
生
年
月
日
順

で
記
載
）

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　

 
お
元
気
で

お
元
気
で

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　

 
お
元
気
で

お
元
気
で

い
つ
ま
で
も

　
　

 
お
元
気
で

問合せ ▼本庁介護高齢課高齢者対策係
　　　　支所保健福祉課健康介護係
　　　　（☎３８２－１１１１）

下後閑
安中四丁目
松井田町横川
野殿
原市三丁目
松井田町高梨子
嶺
嶺
下後閑
古屋
松井田町土塩
安中四丁目
郷原
原市一丁目
野殿
東上磯部
古屋
下秋間
原市三丁目
松井田町新堀
嶺
西上秋間
松井田町五料
中宿
松井田町五料
松井田町八城
松井田町松井田
安中三丁目
原市二丁目
東上秋間
大竹
西上秋間
原市二丁目
中秋間
安中
高別当
松井田町高梨子
安中三丁目
嶺
中宿
岩井
松井田町高梨子
嶺
野殿
松井田町松井田
松井田町高梨子
安中一丁目
松井田町上増田
松井田町新井
磯部四丁目
磯部一丁目

106
105
104
104
104
103
103
103
102
102
102
102
102
102
102
102
102
102
102
102
102
101
101
101
101
101
101
101
101
101
101
101
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100

名　　前 年齢地　　区
齊藤　菊
松岡　きよし
嶋﨑　登和
小川　まつ
大庭　スマコ
栁澤　ますよ
岡田　たかの
清水　幸枝
鬼形　安子
畠　ひさ
上原　きみ
松本　栄治
西尾　トラ
三上　ソノ
白石　千代
武井　わくり
中澤　まさ子
髙橋　盛太郎
中島　精山
相川　すず
露﨑　いせよ
秋山　イチ
猿谷　ユリ子
小金澤　とも
中島　りん
髙橋　秀三
辻中　せん
大河原　とり
新井　シモ
五十貝　順一
栁澤　しやう
多胡　松惠
堀口　かね
小金澤　のぶ
山本　タマ
田中　とよ
後藤　千代松
清水　テル
武井　いと
笹本　末子
阿久津　アキ
相川　みね
半田　ふみ江
吉田　こと
堀越　セイ
岩井　たけ
本多　正一郎
鈴木　恒顯
橋爪　ヨリ
小林　ます
北村　茂郷



６広報あんなか　２０１０年９月号

子ども手当

忘れずに手続きを !!
　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を

社
会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。
０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
（
15
歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
１
３
，
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
出
生
、
転
入
な

ど
に
よ
り
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
市
の
窓
口
に
「
認
定
請

求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
手
当
は
、
基
本
的
に
認
定
請
求
を
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
下
記
の
申
請
手
続
き
を
参

考
に
、
必
要
な
場
合
は
申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
）
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
い
、
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
人
は
、
児
童
手
当
の
対
象
だ
っ

た
子
ど
も
に
つ
い
て
は
手
続
き
は
不
要
で
す
。
こ
の
場
合
、

手
当
は
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

４
月
15
日
（
木
）
に
、
下
記
の
申
請
手
続
き
の
①
の
人
に
は
子
ど
も

手
当
認
定
通
知
書
を
、②
の
人
に
は
子
ど
も
手
当
認
定
通
知
書
と
子

ど
も
手
当
額
改
定
認
定
請
求
書
を
、③
の
人
に
は
子
ど
も
手
当
認
定

請
求
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
申
請
の
お
済
み
で
な
い
人
は
請
求
書

と
必
要
書
類
（
詳
細
に
つ
い
て
は
同
封
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
で
通
知
書
・
請
求
書
が
届
か
な
い
場
合
に
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い 

※

下
記
申
請
手
続
き
の
②
ま
た
は
③
の
人
は
制
度
移
行
に
伴
う
特
例
措

置
と
し
て
、
平
成
22
年
９
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
平

成
22
年
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
９
月
30
日（
木
）を
過
ぎ
る
と
、

申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
は
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

申
請
手
続
▼

①
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
安
中
市
で
児
童
手
当
（
０
歳
〜
小
学
６

年
生
）
を
受
給
し
て
い
た
人

　

子
ど
も
手
当
の
認
定
の
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
の
で
、

申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
安
中
市
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た

人
で
、
中
学
２
〜
３
年
生
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

　

子
ど
も
手
当
の
増
額
の
申
請
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
手
当
額
改
定
認

定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
安
中
市
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

か
っ
た
人
（
所
得
超
過
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
場

合
、
中
学
２
〜
３
年
生
の
子
ど
も
の
み
を
養
育
し
て
い
る
場
合
な
ど
）

　

子
ど
も
手
当
の
新
規
申
請
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
４
月
以
降
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
人
、
安
中
市
に
転
入
さ
れ
た
な
ど

の
人

　

出
生
、
転
入
の
届
け
出
な
ど
の
後
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

公
務
員
の
皆
さ
ん
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務

先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

※

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

本
庁
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
・
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）
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個別健診個別健診を
実施しています実施しています

国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診個別健診を
実施しています実施しています

国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診を
実施しています

国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査

　平成22年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から
日時を指定することはありません。皆さんの都合のよい時に希望する医療機関で受診してください。
※集団健診は、８月３日（火）から始まります
期間 ▼６月１日（火）～ 11月 30日（火）　　　料金 ▼無料
健診機関 ▼下記の医療機関　（※印の医療機関は予約が必要です）

注意事項
◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してくだ
さい

◆65 歳以上の人で受診票右面に基本チェックリストが
ある人は必ず記入してください
◆午前中のみの受診となりますので、朝食を食べずに
受診してください

その他
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合または
後期高齢者医療制度加入者で市外に転出した場合
は、市から送付した受診票・受診券では受診でき
ません。すみやかに受診票・受診券を市へお返しく
ださい。資格喪失後に受診した場合は全額自己負
担になります
◆集団健診を受診した人は受診できません。重複して
受診した場合はあとから受けた健診費用は全額自

　己負担になります
◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診
を受けた場合は、この健診を受ける必要はありま
せん。お手数ですが、健診結果を安中市へお知ら
せください
◆被用者保険の被扶養者の人の特定健康診査も上記
医療機関で受診することができます
◆安中市人間ドックを受診する人は、健診項目が重複
するため受診できません

医療機関名
385-1511

381-0485

380-1717

381-2201

381-0448

380-1181

385-8255

385-1351

393-5311

ア ミ ヤ 医 院　　
有 坂 内 科 医 院　※
いのうえ整形外科内科クリニック　　
いわい中央クリニック　※
上 杉 医 院　※
大貫クリニック　※
岡 田 医 院　※
お に か た 医 院　※
くろ さ わ 医 院　　

385-8221

385-8551

382-8111

382-1123

385-7858

382-3131

382-2210

393-1731

393-1005

公 立 碓 氷 病 院　※
櫻 井 内 科 医 院　※
さわやかクリニック　　
正 田 病 院　※
城 田 医 院　※
須 藤 病 院　※
高 橋 医 院　※
田 口 医 院　　
武井内科循環器科　　

385-6031

393-1324

381-0229

382-1255

393-1301

384-1126

382-2510

半 田 内 科 医 院　　
藤 巻 医 院　　
堀 口 医 院　※
本 多 病 院　※
松 井 田 病 院　　
み や ぐ ち 医 院　※
茂 木 内 科 医 院　　

50音順

問合せ ▼本庁国保年金課国保係（☎３８２－１１１１）

◎集団検診の受付時間について
　各地区公民館などで実施される 集団健診の受付時間は、全日程で午前９時から11時 30 分となります。
受診票・受診券と一緒に同封した通知文の一部に受付時間の誤りがありましたので、訂正しお詫びいたします。



９ 市  役  所　  ３８２－１１１１

安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画

『　　　　　　安中健康２１』
からのお知らせ

休養・こころの健康についての健康メモ

飲酒（アルコール）についての健康メモ

９月は自殺予防月間です　自殺予防のために私たちができること

◆ストレス解消法を見つけ、ストレスと上手につきあいましょう

◆悩みを１人で抱えず、相談しましょう

◆こころの病気を正しく理解し、治療が必要な時はきちんと受けましょう

◆飲酒による身体的精神的健康被害を防ぐため未成年者の飲酒は家族や地域で防止し、飲酒者は「節度

のある適度な飲酒」を理解し実行しましょう

　疲れがかなりたまり、何をするにも
気力がわかない状況にある場合に
は、遠出や激しい運動はかえって疲
労度を増す結果になりかねません。そ
こで、自宅でゆっくりと音楽を聞いた
り、温泉にゆっくり入ったり、公園な
どをゆっくり散歩することなどで、心
身をリラックスさせると良いでしょう。

気持ちの疲れをとる方法
（1）快適な睡眠でいきいき健康生活
（2）睡眠は人それぞれ、日中元気はつらつが健康な睡眠のバロメーター
（3）快適な睡眠は自ら創り出す
（4）寝る前に自分なりのリラックス法、眠ろうとする意気込みが頭を冴えさせる
（5）目が覚めたら日光を取り入れて、体内時計をスイッチオン
（6）午後の眠気をやり過ごす
（7）快眠障害は、専門家に相談
　  出典：厚生労働省「健康づくりのための睡眠指針検討会」

快適な睡眠のための７箇条

　肝炎には、ウィルス性肝炎（A・B・C）だけではなく、薬剤性肝炎、ア
ルコール性肝炎、自己免疫性肝炎などがありますが、生活習慣と最も密
接な関係にあるのが、アルコール性肝炎です。もちろんお酒の飲みすぎ
が原因でかかります。
　大量飲酒を続けると肝細胞の中に脂肪がつく脂肪肝が起こります。
この段階でお酒さえ控えれば正常に戻すことができます。それでも飲
み続けた場合、「アルコール性肝炎」になってしまいます。
　また、肝炎ウィルスに感染していると、アルコール摂取によりウィルス
性肝炎が、悪化することが懸念されます。

アルコール性肝炎 適度の飲酒量

次回、ワンポイントメモは10月号に『栄養・食生活』を予定しています

問合せ ▼本庁健康課保健指導係（☎３８２－１１１１）

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G
O
O
D  FOR  THE  HEALTH・GOOD

  FO
R  

TH
E  
HE
AL
TH
・
G
O
O
D 
 FO
R  

TH
E  H
EALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

♥心のサイン
○憂うつな気分・物事が決断できない
○やる気や興味が持てない
○以前と比べて元気がない　

♥体のサイン
○疲れやすくなった・眠れない・朝早く目が覚める
○ご飯がおいしくない・のどのつかえや頭重感がある
○体の不調の訴えが多くなる　

♥こころの悩み相談機関へ
○県こころの健康センター・保健福祉事務所
○群馬いのちの電話（☎027－221－0783）
○地域生活支援センター「ヌア・リーベ」
（☎380－5385）または安中市役所

♥医療機関へ
○かかりつけ医や精神科・心療内科にご相
談ください

こんなこんな
サインがサインが
出たら出たら

こんなこんな
サインがサインが
出たら出たら

こんな
サインが
出たら

　適度の飲酒量は、１日平均純ア
ルコールで 20 グラムと言われて
います。主なお酒に置き換えると
次のようになります。
　ビール中ビン…１本
　日本酒…１合
　ウィスキーダブル…１杯
　35％焼酎…0.5合
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す

第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の

転
職
や
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
も

届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
、
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
中

に
万
が
一
の
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
支

え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
一
部
免
除
の
場
合
に
は
、

残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

○
申
請
免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定

の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
保
険

料
の
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分
の
１
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
分
の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分
の
１
の
免
除

が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い

と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成
23
年
６
月
ま

で
で
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
で
、
世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請

し
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成
23
年
６
月
ま

で
で
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請

し
承
認
を
受
け
る
と
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
平
23
年
３
月
ま
で

で
す
。

※

申
請
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
各

制
度
は
と
も
に
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

※

全
額
免
除
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
翌

年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請
（
継
続
申
請
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
失
業
な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）

　

国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」（
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
）
は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き
だ
け

で
な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退
職
し
た
と
き
な
ど
に
も
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
（
退
職
し
た
翌
日
に
再
就
職

し
た
と
き
）

　
（
３
号
の
種
別
確
認…

転
職
後
の
勤
務
先
事
業
所
か
ら
年

金
事
務
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
本
人
の
収
入
増
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養

で
な
く
な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

※

詳
し
く
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所

（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP18をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP18をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

９月の催し物ガイド
ホール
合歓の木グループ結成 10周年
歌と舞踊華の祭典
12日（日）10:00 ～17:00
入場：前売 2,000 円当日2,500 円
問合せ：合歓の木グループ（☎385－8940）

学習室など
おとなもチャレンジスクール
目からうろこのそば打ち教室
18日（土）10:00 ～12:00
入場：要申込　会場：2F 調理実習室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
図書読み聞かせ
18日（土）14:00 ～15:00
入場：無料　会場：2F 和室
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）
初心者パソコン講座
（パソコン・インターネット・エクセル・ワードの各入門）
25日（土）～10/10（日）9:00 ～16:00
入場：要申込　会場：2Fパソコン室
※開催日時は各講座によって異なります
問合せ：文化センター（☎381－0586）

９月の催し物ガイド
大ホール
演奏会
5日（日）13:30 ～（開場13:00）
主催：コラールすみれ　入場：無料
おかあさんといっしょ宅配便
「モノランモノラン小劇場」
12日（日）13:00 ～・15:30 ～（開場は 30 分前）
主催：NHK 前橋放送局　入場：要入場整理券

小ホール
押し花絵展示会
18日（土）～20日（祝）10:00 ～18:00
（最終日～16:00）　主催：笑美の会　入場：無料
第 33回東渓書展
24日（金）～26日（日）9:00 ～17:00
（最終日～15:00）　主催：東渓会　入場：無料
※ギャラリーも同時開催

ギャラリー
第４回松井田きり絵の会展
18日（土）～20日（祝）10:00 ～17:00
（最終日～15:00）
主催：松井田切り絵の会　入場：無料

●今月のピックアップ

費
用
▼
３
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

持
ち
物
▼
三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
・

麺
棒
（
ラ
ッ
プ
の
芯
で
も
可
）

対
象
者
▼
高
校
生
以
上

申
込
み
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
追
加

で
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
向
け
の
教
室
で
大
人
気

の
簡
単
そ
ば
打
ち
を
大
人
向
け
に

開
催
し
ま
す
。

　

専
用
道
具
も
技
術
も
必
要
な

く
、
後
片
付
け
も
楽
々
!!

　

自
宅
で
も
簡
単
に
作
れ
る
の

で
、
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時
▼
９
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員
▼
15
人
（
先
着
順
）

お
と
な
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

目
か
ら
う
ろ
こ
の
そ
ば
打
ち
教
室

●今月のピックアップ

日
時
▼
９
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

入
場
料
▼
全
席
指
定

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

文
化
会
館
窓
口
で
好
評
発
売

中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合

は
、
当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん

　

お
な
じ
み
の
「
笑
点
」
大
喜

利
メ
ン
バ
ー
三
遊
亭
小
遊
三
さ

ん
と
瀧
川
鯉
昇
さ
ん
ほ
か
若
手

落
語
家
を
迎
え
て
の
寄
席
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

うすい街道寄席

前
売

当
日

大
人

２
，５
０
０
円

３
，０
０
０
円

高
校
生
以
下

２
，０
０
０
円

２
，５
０
０
円
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２
０
１
０
年
は
国
民
読
書
年

生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.52

平
成
21
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

幸
せ
の
た
め
に
思
い
や
り
を

安
中
市
立
第
二
中
学
校
一
年　

富
田
優
希

（
前
号
か
ら
の
続
き
）

　

あ
だ
名
を
言
い
合
っ
て
い
る
人
た
ち
も
誰
か
が「
や
め

よ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。一
歩
踏
み
出
し
て
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
勇
気
を

持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。一
人
で
言
う
の
が
無
理
な
ら
ば

周
り
の
友
達
に
も
声
を
か
け
て
協
力
し
て
も
ら
お
う
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、フ
ル
ー
ト
を
吹
い
た
り
す

る
こ
と
が
好
き
で
す
。ク
ラ
ス
で
話
が
合
う
の
は
同
じ
吹

奏
楽
部
の
人
が
多
い
で
す
が
、た
ま
た
ま
席
が
隣
に
な
っ

た
違
う
部
活
動
の
人
で
も
話
を
し
て
み
る
と
と
て
も
楽

し
い
の
で
す
。話
を
し
て
私
の
知
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て

も
ら
う
と
何
だ
か
嬉
し
く
な
り
ま
す
。小
学
生
の
頃
よ
り

少
し
だ
け
大
人
に
な
っ
た
せ
い
か
自
分
と
違
っ
た
個
性

を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
周
り
の
友

達
も
私
の
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。

　

今
、私
た
ち
二
中
生
は
人
権
週
間
の
目
印
で
あ
る
グ
リ

ー
ン
リ
ボ
ン
を
胸
に
つ
け
て
い
ま
す
。緑
色
は
安
中
二
中

の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
リ
ボ
ン
を
つ

け
て
い
る
だ
け
で
身
が
引
き
締
ま
る
気
持
ち
が
し
ま
す
。

人
権
学
習
を
通
し
て
自
分
も
仲
間
も
老
人
も
赤
ち
ゃ
ん

も
全
世
界
の
人
々
の
存
在
が
か
け
が
い
の
な
い
も
の
だ

と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。人
権
週
間
が
終
わ
り
、
グ
リ

ー
ン
リ
ボ
ン
を
胸
か
ら
外
し
て
も
一
人
一
人
が
心
の
中

に
い
つ
も
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
お
互
い

を
思
い
や
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

（
終
わ
り
）

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業

　

市
で
は
、
希
望
す
る
園
や
学
校
に
読
み
聞
か

せ
団
体
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
計
画

山
吹
保
育
園
・
臼
井
小
学
校
・
細
野
保
育
園
・

東
横
野
幼
稚
園
・
松
井
田
第
一
保
育
園
・
松
井

田
第
二
保
育
園
・
秋
間
中
央
保
育
園

【
子
ど
も
の
読
書
週
間
（
４
月
23
日
〜
５
月
12
日
）】

　

関
連
行
事
と
し
て
安
中
市
図
書
館
で
は
「
子

ど
も
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
15
冊
」
の
展
示
と

そ
の
本
を
実
際
に
読
ん
だ
子
ど
も
達
が
選
ぶ

「
好
き
な
本
は
ど
〜
れ
？
」
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
人
権
教
育
映
画
会

映
画
「
機
関
車
先
生
」

話
さ
な
く
て
も
、
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る…

　

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
小
島
。
そ
こ
で
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
は
７
名
。
春
風
と
と
も
に
現
れ
た
先

生
は
大
き
な
体
に
優
し
い
眼
差
し
、
で
も
、
一

度
も
口
を
き
か
な
い
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
口

を
き
か
ん…

」
機
関
車
先
生
と
呼
ば
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
先
生
と
子
ど
も
た
ち
は
日
を
重
ね

る
ご
と
に
深
く
強
い
絆
を
結
ん
で
い
っ
た
。

　

美
し
い
島
を
舞
台
に
、
先
生
と
子
ど
も
た
ち

や
島
の
人
々
と
の
温
か
な
交
流
と
心
の
成
長
を

叙
情
的
に
つ
づ
っ
た
感
動
の
作
品
。

日　

時
▼
10
月
15
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時　

上
映
時
間
１
２
３
分
）

場　

所
▼
松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料
で
す
が
、整
理
券
が
必
要
で
す
。

９
月
１
日
（
水
）
か
ら
各
地
区
公
民

館
・
各
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

文
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
会
館
・
生
涯

学
習
課
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
▼
監
督
：
廣
木
隆
一

　
　
　
　

脚
本
：
加
藤
正
人
・
及
川
章
太
郎

キ
ャ
ス
ト
▼
坂
口
憲
二
・
倍
賞
美
津
子
・
大
塚
寧
々
・

伊
武
雅
刀
・
堺
正
章
・
佐
藤
匤
美
・

森
田
直
幸
・
吉
谷
彩
子　

ほ
か

問
合
せ
▼
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
） 自分が気に入った本を選ぶ子ども達
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安中市学習の森
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安中市上間仁田９５１番地
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安
中
の
年
中
行
事
②

学
習
の
森　

文
化
財
係

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

て
先
祖
の

墓
を
掃
除

し
て
墓
参

り
し
、ぼ
た

餅
や
団
子

を
作
っ
て

供
え
る
の

は
、春
の
彼

岸
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ

る
。「
秋
の
彼
岸
に
は
ご
先
祖
さ
ん
は
コ
ナ
（
小
菜
）
を
食

べ
に
来
る
」と
い
い
、
間
引
き
を
し
た
菜
を
オ
ヒ
タ
シ
に

し
て
供
え
る
。「
盆
、盆
と
待
ち
く
る
盆
は
た
だ
三
日　

腐

れ
彼
岸
は
七
日
あ
る
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
仕
事
が
休
み

に
な
り
楽
し
み
の
多
い
お
盆
に
比
べ
、彼
岸
は
心
静
か
に

先
祖
を
な
ぐ
さ
め
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

十
月　

神
無
月
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
10
月
に
国
中
の

神
様
が
出
雲
の
国
（
島
根
県
）
に
出
か
け
て
留
守
に
な
る

か
ら
だ
と
い
う
。

　

十
三
夜　

十
五
夜
と
ほ
ぼ
同
じ
。ス
ス
キ
13
本
（
３
本

で
も
よ
い
）と
ま
ん
じ
ゅ
う
13
個（
３
個
で
も
よ
い
）を
供

え
、
野
菜
、
果
物
も
一
緒
に
供
え
る
。「
片
見
月
を
す
る
も

の
で
は
な
い
」と
い
わ
れ
、
十
五
夜
を
し
た
家
は
必
ず
十

三
夜
も
し
た
。十
五
夜
よ
り
は
、簡
単
に
す
る
家
が
多
い
。

「
十
五
夜
に
曇
り
あ
れ
ど
、十
三
夜
に
曇
り
な
し
」と
い
わ

れ
、十
三
夜
に
晴
れ
れ
ば「
麦
が
あ
た
る
」と
い
わ
れ
た
。

（
次
号
に
続
く
）

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

　

学
習
の
森
で
は
七
宝
焼
き
教
室
を
開
催
し
ま
す
。七
宝
焼
の
技
法
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
小
物
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時
▼
９
月
19
・
26
日（
日
）、10
月
３
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所
▼
学
習
の
森
生
涯
学
習
施
設

　
　
　
　

創
作
工
房
３

講　

師
▼
多
胡　

陽
子

内　

容
▼
七
宝
焼
の
制
作

　
　
　
　
（
ペ
ン
ダ
ン
ト
・
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
）

定　

員
▼
15
名

材
料
費
▼
１
，０
０
０
円
程
度

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
手
を
拭
く
た

め
の
ハ
ン
カ
チ
な
ど

申
込
み
▼
９
月
12
日
（
日
）
ま
で
に
学

習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館

　
　
　
　

ま
で
お
電
話
い
た
だ
く
か
、当
館
受
付
に
て
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
が
文
化
財
を
守
る

心
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
、
文
化
財
愛
護
を
テ
ー
マ

に
し
た
市
内
の
小
中
学
生
の
作
品
展
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
９
月
23
日（
祝
）〜
30
日（
木
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

※

９
月
24
日
・
28
日
は
休
館
日

場
所
▼
学
習
の
森　

ふ
る
さ
と
学
習
館
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

「
七
宝
焼
教
室
」

文
化
財
愛
護
ポ
ス
タ
ー

　
　

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

平成 21年度　「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

白石　知之（松井田南中 2年）

　

九
月
一
日　

八
朔
の
節
句
こ
の
日
は
、嫁
は
葉
つ
き
の

シ
ョ
ウ
ガ
と
赤
飯
を
お
土
産
に
実
家
へ
お
客
に
行
く
。実

家
か
ら
の
お
返
し
に
壊
れ
た
箕
（
み
）
を
持
た
せ
る
こ
と

が
あ
る
が
、こ
れ
は「
し
ょ
う
が
な
い
嫁
だ
」と
い
う
婚
家

の
苦
情
に
対
し
「
箕
な
お
し
て
く
だ
さ
い
（
見
直
し
て
）」

と
実
家
の
親
が
答
え
る
の
だ
と
い
う（
ダ
ジ
ャ
レ
の
よ
う

で
あ
る
）。

　

二
百
十
日　

八
朔
の
節
句
の
頃
が
立
春
か
ら
数
え
て

２
１
０
日
目
で
、台
風
の
来
る
時
期
に
あ
た
る
。

　

二
百
二
十
日　

こ
の
頃
は
、稲
の
穂
が
花
を
咲
か
せ
る

時
期
に
あ
た
り
、大
風
が
吹
く
と
穂
を
揉
ま
れ
て
し
ま
っ

て
実
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、大
風
が
吹
か
な
い
よ

う
に
願
う
。

　

十
五
夜　

こ
の
日
の
夕
方
、
ス
ス
キ
15
本（
５
本
で
も

よ
い
）を
採
っ
て
来
て
、
大
根
、
里
芋
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど

の
野
菜
と
、
柿
、
梨
な
ど
の
果
物
を
縁
側
に
机
を
出
し
て

箕
の
中
に
入
れ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
を
15
個（
５
個
で
も
よ
い
）

供
え
る
。こ
の
日
は
、子
ど
も
達
が
、村
中
の
家
々
を
回
っ

て
供
え
物
を
下
げ
て
歩
く
が
、こ
れ
は
神
さ
ま
に
代
わ
っ

て
下
げ
る
の
で
許
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　

秋
の
彼
岸　

秋
分
の
日
の
前
後
７
日
間
を
秋
の
彼
岸

と
い
い
秋
分
の
日
を
中
日
と
い
う
。中
日
の
前
後
に
か
け

は
っ
さ
く

ち
ゅ
う
に
ち

十五夜の供え物を十五夜の供え物を
下げて下げて回る子ども達る子ども達
（阪本英一氏撮影）（阪本英一氏撮影）

十五夜の供え物を
下げて回る子ども達
（阪本英一氏撮影）
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７
月
２
４
日
（
土
）・
２
５
日
（
日
）
に
安
中
市
松
井
田
商
工

会
青
年
部
が
主
催
す
る
第
３
４
回
松
井
田
七
夕
ま
つ
り
が
北

横
町
・
南
町
通
り
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
色
と
り
ど
り
の
七
夕
飾
り
が
飾
ら
れ
た
ほ
か
、
数

多
く
の
模
擬
店
が
出
店
し
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

松
井
田
七
夕
祭
り

　
７
月
２
４
日
（
土
）、
松
義
台
地
ほ
場
整
備
事
業
（
東
部
・

中
部
）
に
と
も
な
う
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
現
地
説
明

会
が
松
井
田
町
人
見
地
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
、
発
掘
さ
れ
た

敷
石
住
居
や
道
路
の
遺
構
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

　
７
月
２
５
日
（
日
）
に
、
安
中
消
防
署
が
主
催
す
る
普
通
救

命
講
習
会
が
総
合
体
育
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当

日
は
３
６
人
が
参
加
し
、
安
中
消
防
署
救
急
隊
員
の
指
導
の

も
と
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
な
ど
の
救
命
処
置
を

学
び
、
講
習
会
終
了
後
に
は
普
通
救
命
講
習
終
了
証
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

普
通
救
命
講
習
会

　
７
月
２
９
日（
木
）に
、
群
馬
県
看
護
協
会
安
中
地
区
支
部

が
主
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

の
体
験
は
医
療
や
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
毎

年
夏
休
み
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
市
内
の
高

校
生
６
人
が
参
加
、
血
圧
・
脈
拍
測
定
、
食
事
介
助
な
ど
を

お
こ
な
い
、１
日
看
護
師
を
体
験
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

　
７
月
３
日（
土
）、
板
鼻
祇
園
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。昼
は

子
ど
も
神
輿
、
夜
は
大
人
の
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
露

店
も
数
多
く
出
店
さ
れ
、楽
し
い
夏
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

板
鼻
祇
園
祭

　
７
月
７
日（
水
）か
ら
９
日（
金
）に
か
け
て
、
碓
氷
湖
湖
畔

で
安
中
消
防
署
と
松
井
田
分
署
の
署
員
延
べ
４
２
人
が
参
加

し
て
、水
難
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
救
命
索
の
発
射
、
ボ
ー
ト
の
操
船
、
オ
イ
ル
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
９
日
に
は
県

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
参
加
し
て
の
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

水
難
救
助
訓
練

　
７
月
６
日
（
火
）
に
今
年
で
６
０
回
目
を
迎
え
る
法
務
省
主

唱
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に
ち
な
ん
だ
パ
レ
ー
ド
が

安
中
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。パ
レ
ー
ド
に
は
安
中
保
護
司

会
の
保
護
司
や
安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
、

安
中
警
察
署
員
な
ど
約
４
０
人
が
参
加
、
旧
安
中
市
地
域
と

旧
松
井
田
町
地
域
の
２
つ
の
ル
ー
ト
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
市

内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
峠
の
湯
な
ど
で
啓
発
物
品

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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M
A
T
I
O
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I
N
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O
R
M
A
T
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O
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市
民

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

守
っ
て
防
い
で

ご 存 知 で す か ？

検 察 審 査 会

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
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R
M
A
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市
民

市
民
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FO
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市
民

IN
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AT
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N

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

ht
tp
://
w
w
w
.c
it
y.
an
na
ka
.g
un
m
a.
jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

ko
uh
ou
2@
de
s.
ci
ty
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp

〒
37
9-
01
92
　安
中
市
安
中
一
丁
目
23
-1
3


38
2－
11
11
　Ｆ
Ａ
Ｘ
38
1－
05
03

市
役
所

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　
　
　
　
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
（
☎
３
２
６
－
１
７
６
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ht
tp
://
w
w
w
.m
od
.g
o.
jp
/p
co
/g
un
m
a/

新
町
駐
屯
地

ま
た
は

相
馬
原
駐
屯
地

な
ど

９
月
１
８
日

９
月
２
３
日

９
月
２
６
日

10
月
23
日

募
集
種
目

受
験
資
格

受
付
期
間

１
次
試
験

試
験
会
場

一
般
曹
候
補
生

航
空
学
生

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

看
護
学
生

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
男
女

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の
２
１
歳
未
満
の
男
女

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
女
性

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
男
性

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の
２
４
歳
未
満
の
男
女

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

８
月
１
日 ～

９
月
１
0
日

９月
６日
～
10
月１
日

勢
多
会
館（
前
橋
市
）

自
衛
官
募
集

　 交 通 事 故 、 詐 欺 、 お ど し な ど

の 被 害 に あ っ た の に 、 検 察 官 が

そ の 事 件 を 裁 判 に か け て く れ な

い 。 ど う も 納 得 が い か な い 。 こ

の よ う な 人 の た め に 、 検 察 官 が

し た 処 分 が 妥 当 な も の で あ っ た

か ど う か を 審 査 す る 機 関 と し て

「 検 察 審 査 会 」 が あ り ま す 。

　 検 察 審 査 会 で は 、 11 人 の 審 査

員 が こ の 審 査 を し ま す 。 審 査 員

は 選 挙 権 を 持 っ て い る 皆 さ ん の

中 か ら 「 く じ 」 で 選 ば れ る こ と

に な っ て い ま す 。

　 あ な た も い つ か 審 査 員 に 選 ば れ

る こ と が あ る か も し れ ま せ ん 。 審

査 員 に 選 ば れ た と き に は 、 国 民 の

代 表 と し て ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

　 ま た 、 検 察 審 査 会 で は 警 察 や

検 察 庁 に 訴 え た が 、 起 訴 し て く

れ な い な ど の 不 満 が あ る 人 か ら

の 相 談 を 受 け 付 け て い ま す 。 お

気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

※ 費 用 は 無 料 で 、 秘 密 は 厳 守 し ま す

相 談 ・ 問 合 せ ▼

前 橋 地 方 裁 判 所 高 崎 支 部 内 高 崎

検 察 審 査 会 （ ☎ ３ ２ ２

－

３ ５ ４

１ ） （ 月 〜 金 曜　 午 前 ８ 時 30 分

〜 午 後 ５ 時 ）

日 時 ▼ ９ 月 26 日 （ 日 ） 午 前 ７ 時 ス タ ー ト

※ 必 ず 各 自 の ス タ ー ト 30 分 前 ま で に 受 付 を 完 了 し て く だ さ い

場 所 ▼ ロ ー ズ ベ イ カ ン ト リ ー ク ラ ブ

定 員 ▼ １ ８ ０ 人 （ 45 組 ・ 先 着 順 ）

主 催 ▼ 安 中 市 商 工 会 ・ 安 中 市 松 井 田 商 工 会 ・ 安 中 市

参 加 資 格 ▼ 市 内 事 業 所 に 勤 務 す る 人

プ レ ー 費 ▼ １ １ ， ５ ０ ０ 円 （ 食 事 ・ ワ ン ド リ ン ク 付 ）

申 込 期 間 ▼ ８ 月 24 日 （ 火 ） 〜 ９ 月 13 日 （ 月 ）

申 込 方 法 ▼ 原 則 と し て ４ 人 １ 組 で お 申 し 込 み く だ さ い

※ 詳 し く は お 知 ら せ 版 ８ 月 21 日 号 ま た は 市 HP を ご 覧 く だ さ い

申 込 み ・ 問 合 せ ▼

谷 津 庁 舎 商 工 観 光 課 （ ☎ ３ ４ ５

－

３ ０ ０ ５ ）

安 中 市 商 工 会 （ ☎ ３ ８ ２

－

２ ８ ２ ８ ）

安 中 市 松 井 田 商 工 会 （ ☎ ３ ９ ３

－

１ ４ １ １ ）

市 商 工 関 係 者 交 流 ゴ ル フ 大 会

群 馬 県 か ら の お 知 ら せ

総 合 防 災 訓 練 を 開 催 し ま す

　 群 馬 県 と 富 岡 市 で は 、 ８ 月 30

日 か ら ９ 月 ５ 日 ま で の 防 災 週 間

に ち な み 、 皆 さ ん の 防 災 意 識 の 高

揚 と 関 係 機 関 な ど の 連 携 、 災 害

対 応 技 術 の 向 上 を 図 る た め 、 自

主 防 災 ボ ラ ン テ ィ ア や 自 衛 隊 ・ 警

察 ・ 消 防 ・ 民 間 事 業 者 な ど と 協 力

し て 総 合 防 災 訓 練 を 実 施 し ま す 。

　 訓 練 会 場 で は 、 一 般 見 学 者 の

皆 さ ん に よ る 体 験 型 訓 練 と し

て 、 消 火 器 を 使 用 し た 消 火 訓 練

も 予 定 し て い ま す 。 皆 さ ん の 来

場 、 訓 練 へ の 参 加 を お 待 ち し て

い ま す 。

日 時 ▼ ９ 月 18 日 （ 土 ） 午 前 ８ 時

20 分 〜 午 後 ０ 時 30 分

場 所 ▼ ㈱ 稲 葉 製 作 所 富 岡 工 場 建

設 予 定 地 （ 富 岡 市 蚊 沼 ）

入 場 料 ▼ 無 料

体 験 型 訓 練 参 加 申 込 方 法 ▼ 当

日 、 直 接 会 場 に お 越 し く だ さ い

※ 予 約 な ど は 必 要 あ り ま せ ん

問 合 せ ▼ 県 庁 危 機 管 理 室

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ６

－

２ ２ ４ ５ ）

　 群 馬 県 商 工 会 連 合 会 で は 、 平 成 22 年 11 月 １ 日 お よ び 平 成 23 年 ４ 月

１ 日 採 用 の 職 員 （ 特 別 補 助 員 ） を 募 集 し ま す 。 採 用 さ れ た 人 は 県 商

工 会 連 合 会 で ２ 年 間 の 研 修 期 間 終 了 後 、 経 営 指 導 員 と し て 県 内 商 工

会 に 勤 務 し 、 中 小 企 業 の 経 営 相 談 ・ 経 営 支 援 に 従 事 し ま す 。

　 受 験 資 格 や 申 し 込 み に つ い て の 詳 細 を 記 し た 受 験 要 領 が 安 中 市 商 工

会 ・ 安 中 市 松 井 田 商 工 会 に あ り ま す の で 、 詳 し く は そ ち ら を ご 覧 く だ さ い 。

採 用 人 員 ▼ 若 干 名

勤 務 地 ▼ 群 馬 県 商 工 会 連 合 会 も し く は 県 内 商 工 会

試 験 日 程 ▼ ９ 月 26 日 （ 日 ）　 午 前 ９ 時 〜 午 後 ０ 時 15 分

試 験 場 所 ▼ 群 馬 県 商 工 連 会 館 （ 前 橋 市 関 根 町　 群 大 荒 巻 校 舎 西 隣 ）

試 験 内 容 ▼ 教 養 試 験 ・ 専 門 試 験 ・ 論 文 試 験

受 験 資 格 ▼ 平 成 23 年 ４ 月 １ 日 現 在 で 30 歳 以 下 の 人 で 、 高 校 ・ 短 大 ・

大 学 を 卒 業 し 、 試 験 要 領 の 条 件 に 該 当 す る 人 （ 来 春 大 学

卒 業 見 込 者 も 可 ）

申 込 締 切 ▼ ９ 月 15 日 （ 水 ）

問 合 せ ▼ 群 馬 県 商 工 会 連 合 会 総 務 課 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ３ １

－

９ ７ ７ ９ ）

平 成 2
2
年 度 商 工 会 職 員 （ 特 別 補 助 員 ） 募 集

９ 月 11 日 は 警 察 相 談 の 日

安 心 の 警 察 相 談 ＃ ９ １ １ ０

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
と
安
中
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
市
内
各
小
・
中
・
高
校
の
代
表
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。皆

さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

▼９
月
10
日（
金
）～
20
日（
祝
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
　
※
14
日
は
休
館
日

場
　
所

▼学
習
の
森
　
ふ
る
さ
と
学
習
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料

▼無
料

問
合
せ

▼市
選
挙
管
理
委
員
会（
☎
３
４
５
－
３
０
０
７
）

安
中
市
図
書
館

安
中
市
図
書
館

　
　
蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

　
　
蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

安
中
市
図
書
館
　
　
　

　
　
蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

　
安
中
市
図
書
館
で
は
、蔵
書
点
検
整
理
の
た
め
９

月
６
日（
月
）～
10
日（
金
）ま
で
休
館
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。返
却
に
つ
き
ま
し
て
は
、返
却
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▼安
中
市
図
書
館（
☎
３
８
１
－
０
５
２
９
）

　 毎 年 ９ 月 11 日 は 警 察 相 談 電 話 の 全 国 統 一 短 縮 ダ イ ヤ ル

「 ＃ ９ １ １ ０ 」 に ち な み 、 「 警 察 相 談 の 日 」 で す 。 群 馬 県 警 察

で は 親 し ま れ 、 信 頼 さ れ る 警 察 を 目 指 し 、 「 全 職 員 が 相 談 員 」

と し て 相 談 に 応 じ ま す 。 秘

密 は 厳 守 し ま す 。 匿 名 の 相

談 に も 応 じ ま す 。 希 望 に 応

じ て 女 性 職 員 が 相 談 に 応 じ

ま す 。 警 察 に 関 係 す る 困 り

事 、 心 配 事 な ど が あ っ た ら 、

一 人 で 悩 ま ず 警 察 安 全 相 談

室 や 警 察 署 、 駐 在 所 な ど に

相 談 し て く だ さ い 。

相 談 先 ▼

警 察 安 全 相 談 室

（ ☎ ＃ ９ １ １ ０ ま た は ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ４

－

８ ０ ８ ０ ）

安 中 警 察 署 （ ☎ ３ ８ １

－

０ １ １ ０ ）

※ 事 件 ・ 事 故 な ど の 緊 急 通 報 は １ １ ０ 番 に 通 報 し て く だ さ い

※ 他 に も 専 門 的 な 相 談 窓 口 が あ り ま す の で ご 相 談 く だ さ い

※ 詳 し く は 県 警 HP を ご 覧 く だ さ い

　 http://www.police.pref.gunma.jp/



給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
９
月
１
日
～
１
０
月
１
５
日
）

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
9/
2・
16
　
10
/7
　
9時
～
12
時

支
所
　
9/
6　
10
/4
　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
9/
3・
17
　
10
/1
・
15
　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
9/
16
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
9/
10
　
10
/8
　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
9/
7・
21
　
10
/5
　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
介
護
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
・
支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
11
11
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

38
2-
28
91

38
1-
23
22

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

オ
オ
カ
ワ
ラ
住
器

反
町
備
工

第
一
設
備
工
業
㈲

㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

38
2-
19
87

39
3-
34
20

38
5-
87
69

38
2-
52
62

Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
9/
7・
21
　
10
/5

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
9/
14
・
28
　
10
/1
2

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
9/
7・
14
・
21
・
28
　
10
/5
・
12

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9/
6※
・
7・
8
～
10
※
・
14
・
21
・
28

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
/5
・
12
・
13

文
化
会
館
　
　
　
　
　
9/
6・
13
・
21
・
27
・
30
　
10
/4
・
12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
9/
7・
14
・
21
・
28
　
10
/5
・
12

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9/
6・
13
※
・
14
※
・
21
・
22
・
24
・
27
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
/4
・
12

学
習
の
森
　
　
　
　
　
9/
7・
14
・
21
・
22
・
24
・
28
　
10
/5
・
12
・
13

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
9/
6・
13
・
20
・
21
・
24
・
27

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
/4
・
11
・
12

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

行
　
　
事
　
　
名

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
10
～
12
月
）

　
旧
安
中
市
屋
外
施
設

　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
18
:3
0
～

　
旧
松
井
田
町
屋
内
外
施
設

　
　
支
所
　
18
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
救
急
の
日
記
念
講
演
会

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
10
～
12
月
）

　
旧
安
中
市
屋
内
施
設

　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
18
:3
0
～

●
安
政
遠
足
写
真
展
表
彰
式

　
本
庁
　
10
:0
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
支
所
　
13
:3
0
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

行
　
　
事
　
　
名

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
献
血

　
本
庁
　
10
:0
0
～
12
:0
0・
13
:0
0
～
15
:3
0

●
目
か
ら
う
ろ
こ
の
そ
ば
打
ち
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:3
0

●
安
中
市
職
員
採
用
試
験

　
本
庁
　
9:
00
～

●
う
す
い
街
道
寄
席

　
文
化
会
館
　
14
:0
0
～（
開
場
13
:3
0）

●
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
～
30
日
）

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
閉
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
門
倉
有
希
＆
チ
ェ
ウ
ニ

　
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　
文
化
会
館
　
9:
00
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
農
業
委
員
会
総
会

　
本
庁
　
11
:0
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
支
所
　
13
:3
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

９
月
１
日
→
１
０
月
１
５
日

９
月
１
日
→
１
０
月
１
５
日

健
康
通
信

　
９
月
は
前
立
腺
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

の
個
別
検
診
も
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。

　
ど
の
検
診
も
申
込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日

時
・
会
場
な
ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受

診
を
希
望
す
る
人
は
、
本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

９
月
５
・
19
日
（
日
）　
10
月
３
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
安
中
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
支
所
　
13
:3
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
碓
氷
の
つ
ど
い（
前
期
）

　
文
化
会
館

●
人
権
教
育
映
画
会

　
文
化
会
館
　
13
:3
0
～

９
月

１
０
月

※
第
３
回
安
中
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
は
17
日（
金
）に
全
質
問
が
終
了
し
た
場
合
、2
1
日（
火
）は
休
会
と
な
り
ま
す

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
日
で
す

１８
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
９
月
号

１９
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｗ

Ｔ
・
Ｖ
・
Ｚ

Ｕ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｂ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｊ
・
Ｒ

Ａ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｍ
・
Ｑ

Ｃ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｗ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｚ

Ｔ
・
Ｕ
・
Ｖ

Ｂ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｗ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｚ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｊ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ａ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｍ
・
Ｒ

Ｃ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｗ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｚ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ｊ
・
Ｔ
・
Ｖ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

Ａ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｗ

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｚ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｍ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｃ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｗ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｚ

Ｈ
・
Ｕ
・
Ｑ

Ｂ
・
Ｉ
・
Ｏ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日１
０
月

９
　
月



事
業
所
や
自
販
機

事
業
所
や
自
販
機
に
設
置
し
て
あ
る

に
設
置
し
て
あ
る
ゴ
ミ
箱
の

ゴ
ミ
箱
の

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
入
れ
な
い
で

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
入
れ
な
い
で
!!!!

事
業
所
や
自
販
機

事
業
所
や
自
販
機
に
設
置
し
て
あ
る

に
設
置
し
て
あ
る
ゴ
ミ
箱
の

ゴ
ミ
箱
の

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
入
れ
な
い
で

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
入
れ
な
い
で
!!!!

事
業
所
や
自
販
機
に
設
置
し
て
あ
る
ゴ
ミ
箱
の

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
入
れ
な
い
で
!!
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市民 INFORMATION

う
す
い
街
道
寄
席

　

お
な
じ
み
の
「
笑
点
」
大
喜

利
メ
ン
バ
ー
三
遊
亭
小
遊
三
さ

ん
と
瀧
川
鯉
昇
さ
ん
ほ
か
若
手

落
語
家
を
迎
え
て
の
寄
席
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日　

時
▼
９
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

入
場
料
▼
全
席
指
定

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※
文
化
会
館
窓
口
で
好
評
発
売
中

※
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、

当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

問
合
せ
▼
松
井
田
文
化
会
館

（
☎
３
９
３

－

４
４
０
０
）

前
売

当
日

大　
　

人

２
，
５
０
０
円

３
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下

２
，
０
０
０
円

２
，
５
０
０
円

　

市
内
に
設
置
し
て
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル･

空
き
缶
回
収
機
は
、
家
庭
か

ら
出
る
飲
料
容
器
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
目
的
の

事
業
で
す
。事
業
所
や
コ
ン
ビ
ニ
、
自
動
販
売
機
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
た
飲
料
容
器
は
、
事
業
系
廃
棄
物
と
し
て
設
置
者

が
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。家
庭

か
ら
出
る
飲
料
容
器
以
外
は
投

入
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
の
ご
み
の
散
乱
防

止
の
た
め
、
回
収
機
に
入
ら
な
い

飲
料
容
器
、
飲
料
用
以
外
の
缶
類

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
よ
び
ビ
ン

類
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
適
正
処

理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

家庭から出る容器以外の
投入はやめてください

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。このため、日本に住んでいる外国人の皆さんも、国
籍に関係なく調査の対象となります。
●平成 22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日本の未来を考えるた
めに欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。
●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの暮らしのために役
立てられます。
●９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。
●10月１日を基準日として、住民票に関係なく普段住んでいる場所で調査票
に記入していただきます。
●記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をして調査員に渡していただく
か、安中市役所に返信用封筒にて郵送で提出していただきます。調査員が
内容を確認することはありません。

問合せ ▼群馬県企画部統計課（☎０２７－２２３－１１１１）
　　　　安中市総務部企画課（☎３８２－１１１１）
※国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」
にも掲載されています

　　　
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

国勢調査ｅ‐ガイド 検　索


